
 

  



「自動運転社会を見据えた都市づくりの在り方」の策定に当たって 

 

少子高齢、人口減少社会となる 2040 年代に向けて、安全・安心、快適な、人を中心

としたまちづくりが進展するよう、自動運転などの先端技術をまちづくりや交通に生か

すことが重要となります。 

都は、これまで自動運転等の社会実装に向け、交通事故の減少や渋滞の緩和等に資す

る先端技術の展開の在り方と具体の方策について、自動運転技術の普及を都市づくりに

どのように展開していくか検討を重ねてきました。 

今般、これまでの検討や自動運転技術の普及見込み等を踏まえ、にぎわい空間の創出

やスムーズな移動の実現などの 2040 年代における目指すべき東京の将来像の実現に向

けて、自動運転技術の都市づくりへの展開に向けた基本的な考え方と今後の取組の方向

性を「自動運転社会を見据えた都市づくりの在り方」として、取りまとめました。 

目標年次である 2040 年代へ向け、自動運転社会を見据えた都市づくりを推進し、道

路空間におけるゆとりやにぎわいの創出を図って、安心してまち歩きが楽しめるような

都市を目指してまいります。 

 

 

 令和４（2022）年３月 

東京都都市整備局 



目 次 

 

 


